
（様式第２号）

(新規 ・変更・実績)

実績
24 Ａ 北アルプス地域振興局

所属

電話

E-mail

～

円 （単位：円）

8

9

12,800

0

節区分 主な内容

実 施 機 関

事 業 費

事

業

費

等

地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

・広葉樹材は樹種が多様で、生産される材も良質材から低質材まで様々であり、用途に応じた
生産・流通・利用の現状が判っていない。
・県内には、広葉樹材を大量に取り引きする木材市場等がなく、広葉樹材の利活用の現状及び
トレンドと取引価格の情報が少ない。

平成30年3月1日
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kitachi-rimmu@pref.nagano.lg.jp

北アルプス地域振興局

平成30年3月30日
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今回のセミナーにより醸成した広葉樹資源の有効活用の機運を更に高め、しあわせ信州創造
プラン2.0の北アルプス地域計画に基づき、当地域の重点政策として広葉樹林業のビジネス化
に取り組む。
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講師報償費 12,800

・受講者数：60名以上
（対象：森林所有者、林業事業体、製材・加工業者、家具等木工業者、市町村職員他）
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平成30年3月1日、講演会及び意見交換会を開催
した。
　・講師：鈴木　信哉　氏（岩手県盛岡市　ノース
ジャパン素材流通協同組合理事長）
　・演題：「広葉樹ビジネスの確立に向けて」
　・参加者46名（森林所有者、林業事業体、製材加
工業者、木工業者、林業研究グループ、行政な
ど）

・国際的には資源の減少と保護、自国
産業振興のための輸出規制等により国
産材の価格が上昇傾向となり、今後は
国産広葉樹利用の時代になることが
判った。
・ビジネス化に向けていくつかのヒント
やキーワードをいただくなど、広葉樹資
源の有効活用に向けて関係者の気運
が向上した。
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　北アルプス地域振興局では、長野県次期総合５ヵ年計画に、地域の強みである広葉樹林の
有効活用を位置づけ、広葉樹林業がビジネスとして成り立つことを目指しています。
　具体的には、広葉樹材の全木利用に向けて、生産される材を最適な用途に仕分け、付加価
値を付けて販売し、地域に還元する仕組みづくりに取り組むこととしています。
　こうした中、広葉樹材の生産・流通・利用の現状や先進的な取組み等を学び、関係者の協働
による広葉樹林業のビジネス化に取り組むことを目的とし「広葉樹利用推進セミナー」を開催し
ます。

　講演会及び意見交換会の開催
　　講師：鈴木　信哉　氏（岩手県盛岡市　ノースジャパン素材流通協同組合理事長）
　　演題：「広葉樹ビジネスの確立に向けて」

成果目標

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


